
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★公開治験セミナー実施決定!!★ 

日時：2009年 3月 5日(木)午後 6時から 7時 30分まで   

場所：研究棟 1階 大会議室  

演題：小児治験の現状と今後の展望 
―国立成育医療センター治験管理室室長の中村秀文先生をお招きして― 

   ＊今回の治験セミナーは治験拠点病院の公開研修です。職員の皆様の多数のご参加をお願いします 

 

★新規の治験(ＳＧＡ性低身長に対する成長ホルモン投与)を 1月から開始しています。

⇒消化器・内分泌科 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床試験支援室は大阪府立母子保健総合医療センターの治験、臨床試験の支援を行っています。 

このニュースはセンターにおける治験の進捗状況、臨床試験に関連する活動やトピックスを 

お知らせしています。                            文責  臨床試験支援室室長  平野 慎也 

 

臨床試験支援室ニュース   2009．１月 第５号 

 

お知らせ 

 
 

治験責任医師・分担医師・ＩＲＢ委員の

先生方は必ずご参加下さい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆ご報告☆ 

2008 年１０月７日（火）に、第 159回 臨床研究セミナー「こどもに必要な薬を早く届けるために」

を開催いたしました。職員の皆様には多数参加いただきありがとうございました。 

今後も治験に関するセミナーや研修を行っていきたいと考えています。当センターは文部科学省・厚

生労働省の治験・臨床研究の推進を図る拠点医療機関(小児病院では全国で 3 病院)に指定されていま

す。職員の皆様のご協力をいただき治験を推進していきたいと思っていますので、今後ともよろしく

お願いします。 
 

【アンケート結果】    ｎ＝25 

 ※『小児のオフラベル問題』の解答なしの理由は遅れて参加して頂いたため、【聞けなかった】という回答（すべて）です   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

臨床研究・統計相談しています                                     米本 直裕 

臨床試験支援室では、原則毎週木曜日に、医療統計の専門家の米本が臨床研究・統計解析の相談に

応じています。臨床研究とは、ヒトを対象とした研究で、病気の予防、診断、治療の改善を目的とした医学

研究だけでなく、患者さんへのケアの改善、生活の質の向上を目的にする看護や心理、リハビリテーショ

ンなどの研究まで広く含まれています。 

臨床研究には研究の「お作法」があり、これにのっとってまとめる必要があります。例えば倫理的な面で

は、「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」などがあります。それぞれ研究のタイ

プによって守るべき指針が違ってきます。指針はホームページで見ることができます。（厚生労働省 医学

研究に関する指針一覧：http://www.mhlw.go.jp/general/seido/kousei /i-kenkyu/index.html） ちなみに

「臨床研究に関する倫理指針」は昨年 7月に改正が行われ、本年 4月から施行されます。 

具体的な研究計画の立て方から、データ解析、学会発表や論文でのまとめ方まで、何か困ったことが

あれば、気軽にご相談ください。（できるだけ、臨床試験支援室：内線 3244・3247 まで事前に時間をご予

約ください。） 

また、春と秋に統計セミナーを開催しています。隔週全 3 回で、疫学・統計の初歩の初歩について講義し

ています。こちらもご興味があればご参加ください。 
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